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Summary 　The　recent 　development　of　a　th正n　dialysis　membrane 　with 　a　large　pore　size （high・fiux
membrane ）has　made 　it　posslble　to　remove 　middle 　rnolecular 　weight 　substances 　and 　even 　some 　low
molecular 　 weight 　 protein 　 fractions．　 However ，　 even 　 using 　 these 　 high −flux　 membranes ，　 small

molecular 　 weight 　substances 　that　 are 　strongly 　bound　to　albumin ，　such 　 as 　indoxyl　sulfate 　 and

bilirubin，　are 　not 　adequately 　removed 　by　conventional 　dialysis　techniques．

　Albumin　has　the　 ability 　 t〔〕 blnd　 with 皿 ultiple 　molecules ，　 albumin 　 containing 　bicarbonate
dialysate（albumin 　dialysate；AD ）was 　applied 　to　dialysis，

　and 　this　dialysis　with 　AD 　has　been
developed　as 　the　new 　blood　purification　technology．　 This　blood　purification　technology 　is　named
extracorporeal 　albumin 　dialysis（ECAD ）．

　 Some 　methods 　based 　on 　the 　concept 　of 　ECAD 　have 　been 　reported 　such 　as 　Molecular 　Adsorption

Recycling　System （MARS   ），Prometheus  ，　and 　Continuous　Albumin　Purification　System （CAPS ）．
ECAD 　is　defined　as 　the　following： ECAD 　is　the　therapy　using 　an 　extracorporeal 　method 　and 　AD

for　removal 　of 　not 　only 　water ・soluble 　toxins　but　also　ABT ．　 The 　most 　important　target　of　ECAD
is　the　recovery 　of 面 e 　essential 　function　of 　 albumin 　as 　carrier 　protein，　antioxidant ，　and 　buffer．
　MARS 　removes 　many 　toxic　substances 　including　ABT ，　 and 　has　beneficial　effects 　on 　brain，　Iiver，
renal ，　and 　cardiovascular 　dysfunctions；improvement　of 　30−day　survival 　was 　rep   rted ．　 ECAD 　may

become 　a 　possible　therapeutic　tool　in　patients　with 　liver　failure，

Keg 　words ： albumin −binding　toxins，　albumin 　dialysate，　extracorporeal 　albumin 　dialysis（ECAD ），
Molecular　Adsorption 　Recycling　System （MARS  

）

1． は じ め に

　ア ル ブ ミ ン は肝臓 に て 約 200mg ／kg ／日生 合成 され，

血漿中 へ 分 泌 さ れ る．分泌 さ れ た ア ル ブ ミ ン 分子 は 3

つ の ドメイ ン 構造 （ドメ イ ン 1〜III， 各 ド メ イ ン に

A お よび B の サ ブ ドメ イ ン を有す る ） を呈 して お り，

そ の 中に 35個 の シ ス テ イ ン （Cys）基 を有 し， そ の

うち の 17対 は ジス ル フ ィ ド結合 を形成す る が ，

一
次

配列 で 34 番 目の Cys の SH 基 は唯
一

遊離 した状態 で

存在 して い る．

　ア ル ブ ミ ン の 生理機能 は ， 血 漿膠 質浸透圧 の 保持 お

よび物質輸送 蛋 白 として の作用 に 大別 さ れ る．血漿膠

質浸透 圧 の 保 持 は ， そ の約 80％が ア ル ブ ミ ン に依存

して い る．また物質輸送 蛋 白として の作用 は ， サ イ ト

1 ， サ イ トII， サ イ トIII， 金属イ オ ン 結合サ イ ト， 34

Cys に お け る共有結合サ イ トの 5 つ の サ イ トが関与 す

る こ とが 現 在明 ら か に さ れ て い る． こ れ らの サ イ ト に

脂肪酸，ホ ル モ ン な ど の 内因性物質 や薬物な ど外因性

物質 が 結合 す る こ とに よ り， それ らの 物 質 の 貯 蔵 ・運

搬 ・安定化 ・解毒化 な ど が 行 われ る． こ れ らの 作用 を

とお して ア ル ブ ミ ン は ， 薬効 の 安定化お よび副作用 の

軽減作用 を発揮 し，ま た鉄 や銅 な ど の 金属 と結合 す る

こ とに よ り，
こ れ らの 金属か ら産生 さ れ る ラ ジ カ ル ス

カ ベ ン ジ ャ
ー作用や抗酸化作用を発揮す る． こ の よ う

な非特異的 に 物質を結合 させ る ア ル ブ ミ ン の作用 （能

力）を ア ル ブ ミ ン の多分子結合能 と言 う．

2． アル ブミン結合毒素 （albumin ・binding　toxins）

　　と血液 浄化療法

　代謝 ・解毒能 を有す る肝臓や腎臓の機能が低下す る

と ， 様々 な物質 が体 内に蓄積 し ， 毒素 と し て 生 体に 悪

影響を及ぼす．これ ら肝毒素お よび尿毒素は，そ の性
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表 1 各種血 液浄化 療法 の 特徴

血 液浄 化 療 法 　 　 HD 　 HDF 　 HF 　 　 PE 　 ECAD

6μ

3μ

　 　 甅M 　　　　300x200A 　　　　g60．000

Fibri噸 n 　 700xanA 　 341． 

　 　 匸gG 　　　　200 × 50A 　　　　150．000

　 Albumin　　　　 looA 　　 69，eOO

Cholo駐 orol 　　　　　　　　15A 　　　　　　　387

　 UrasN 　　　　　　 7A 　　　　　 60

　 　 Naゆ　　　 　　 1A 　　 　　 23

低〜中分 子 量領域

　　 水 溶性 　　　　良

ア ル ブ ミン 結合性　 不 良

　 大分 子 量 領域

　　 水 溶性　　　 不 良

ア ル ブ ミン 結合性 　 不 良

　 　持 続 施 行 　 　 　 可

　 腎補助 療 法 　　　可

良　　 良　　 良

不良　 不 良　　 良

良

良

図 1　除去目標物質の 分子 量 と血 液 浄化療法
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質よ り水溶性毒素お よ び ア ル ブ ミ ン 結合性毒素に分 け

られ る．

　 こ れ ま で の 血液浄化療法 を除 去 目標 と な る毒素 の

分子 量 か ら み て み る と ， 高 性能 透析 膜 （high−flux

membrane ）の 開発 に伴 い 低分 子 量 か ら低分子 蛋 白領

域ま で の水溶性毒素は除去が可能 と な っ た ．ま た ク ラ

イ オ ゲ ル や異常免疫グ ロ ブ リ ン な ど の 大分子 量毒素は

血漿交換に よ る非選択的な除去 や 血漿冷却濾過法や 二

重膜濾過血漿交換な ど に よ り選択的な 除去が 可能 と な

っ た ．そ の
一

方生体 に 必 要不可欠な ア ル ブ ミ ン を喪失

す る危険 性が あ る た め，ア ル ブ ミ ン と同程度の 分子量

の 毒素，特 に ア ル ブ ミ ン と結合す る毒素 （ア ル ブ ミ ン

結合毒素 ；albumin −binding　toxins ）の 除去は 取 り残

さ れ て し ま い （図 1），非 選択的 に 血 漿交換 や 血 漿 吸

着が 行 われ て きた の が 現状で あ る．

3． ア ル ブ ミ ン 透 析 一 Extracorporeal 　 albumin

　　dialysis（ECAD ）一

　ア ル ブ ミ ン の 多分子結合能 に 注 目 し，ア ル ブ ミ ン を

吸着材 として 応 用 した血液浄化療法 が ，ア ル ブ ミ ン 透

析 （Extracorporeal　 albumin 　 dialysis： ECAD ）で

ある．

　ECAD で は
， 従来 の 透 析 液 に ア ル ブ ミ ン を 添加 し

たア ル ブ ミ ン 添加 透析液 （albumin 　dialysate： AD ）

と high −flux　 membrane を 用 い る こ と で ア ル ブ ミ ン

結合毒 素 を選 択 的 に 除 去 す る こ と が 可能 で あ る．こ

れ まで の 血液浄化療 法 と ECAD の 特徴 を比較す る と ，

ECAD は 従 来 の 拡 散 お よ び 限 外 濾 過 を 用 い た

血 液 透 析 （hemodiaユysis ： HD ）・血 液 透 析 濾 過

（hemodiafiltration ： HDF ）・血 液 濾 過 （hemo 一

nmFLUXO 鳳 YZE 臼　　の nWWADse 日胃 ゆ N 　　● 靂 FWXouaLva 匠B

患 者
血 液回路

　 　 図 2MARS

ア ル ブミン回 路

MARS   回路

透析液 回路

filtration： HF ）に比 べ ，水溶性毒素だ け で な くア ル

ブ ミ ン 結合毒素を除去す る こ と も可能で あ る．
一

方血

漿交換 （plasma　exchange ： PE ）は低〜高分 子量 領

域 の ア ル ブ ミ ン結合毒素の 除去が可能で あ る反面 ， 持

続施行が 困難で あ る こ と や 腎機能代替療法 と し て の 効

力を 有 し て い な い 欠点 を有す る．ECAD は 持続施行

が 可能で あ り ， か つ 腎代替療法 と し て の 効力 を有 し て

い る こ と も特徴の ひ と っ で あ る （表 1）．

　 ECAD は 「水溶性毒素の み な らずア ル ブ ミ ン 結合

毒素 を除去 す る こ と を 目的に体外循 環 と AD を用 い

た 治療法」 と定義 さ れ ， ECAD の 最大 の 目的 は ， 「肝

不全 な どの ア ル ブ ミ ン 結合毒素が蓄積 した病態 に お い

て ， AD を用い る こ と に よ り蓄積 した ア ル ブ ミ ン 結合

毒素を体内か ら除去 し ， キ ャ リア
ープ ロ テ イ ン と して

の 働き や 緩衝作用な ど ア ル ブ ミ ン 本来の働 きを取 り戻

す こ と に よ り ， 全 身状態 の 改善 を は か る こ と 」 で あ る ．

　 こ れ ま で に 開発 さ れ た ECAD の 臨 床 シ ス テ ム と し

て ， molecular 　 adsorbent 　 recircula 亡ing 　 system

（MARS   ）
1） （図 2）が あ り，

こ れ まで に 数多 くの 有効

性が報告 さ れ ， 新 し い 治療法 として 確立 され っ っ あ る．

また個々 の 生体の ア ル ブ ミ ン を浄化 （純化） し，ア ル
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ブ ミ ン 本来の働 き を取 り戻す こ と に よ り， 全身状 態 の

改 善 を は か る と 言 う ECAD の 目的 か ら考 え る と ，

prometheus
  2） （図 3） も ECAD の 範疇に入 る．

　しか し本邦 で は
，
ECAD の 保 険適応 は 認め ら れ て

い な い だ け で な く，MARS  
や prometheus

  の シ ス

テ ム 自体 も輸入 さ れ て い な い の が 現状で あ る．そ の た

め 通 常の 血液透析機器 ，高流量 の 設 定が 可能な輸注ポ

ン プ ，
ビ リル ビ ン 吸 着筒 と活 性炭 吸着 筒 を用 い た

ECAD 臨 床 応 用 シ ス テ ム ，　 continuous 　 albumin

purification　system （CAPS ）（図 4）が報告
3・4）され て

い る．

図 3Prometheus

血液回路部

高性能血 液透析膜

　　篳
　 く　

　 i酸 l
　 l透 i
　　析
　 　 液

アル ブミン 透析 回 路部　　　
’i重炭 酸 透 析回 路 部

図 4CAPS 回路

4． ECAD の 基 礎

　北 らは ， ECAD の 基礎 的検討 を行 い 報告
5） し て い

る．そ の 報 告 に よ る と ECAD に 用 い ら れ る 血 液透析

膜素材 お よび膜孔 径 に 関 して は，非対称性膜 で ある

polyacrylonitril （PAN ） 膜 ，　 polyamide （PA ＞

膜 ， polysulfone （PS ）膜 だ け で な く， 対称 性 膜 で あ

る polymethylmethacrylate （PMMA ）膜 ，
　 cellu −

10se　tri−acetate （CTA ）膜 に お い て も，
　 AD に よ る

ビ リル ビ ン の 除去効果 を認め ， ま た CTA 膜 の み の 検

討 で ある が ，膜孔径が大 き い 方が ビ リル ビ ン の 除去効

率 の 向上 を認 め た ．ま た AD 中の 添加 ア ル ブ ミ ン濃

度が 濃 くな る に つ れ て ，ビ リ ル ビ ン 除去効果 の 上 昇 が

認 め られ ， また AD 液温 は 25℃ よ り 37℃ の 方が ビ リ

ル ビ ン の除去 が 良好 で あ っ た ．高速液体 ク ロ マ トグ ラ

フ ィ
ーに よる AD の 質的検討 で は ，

　 AD 中 に は ジ グル

ク ロ ン酸抱合 ビ リル ビ ン （DGB ＞，
モ ノ グ ル ク ロ ン 酸

抱 合 ビ リ ル ビ ン （MGB ）， 非 抱 合 ビ リ ル ビ ン

（UCB ）の 3分 画 を 認 め た が ， デ ル タ ビ リ ル ビ ン

（δB ） の 明 らか な分 画 は 認 め ら れ な か っ た （図 5）．

ま た AD は ビ リル ビ ン 吸 着筒 に よ り再 生 さ れ る こ と

も明 らか に し た ．

　 AD の効果は ， フ ェ ノール 類 （フ ェ ノ
ー

ル お よびパ

ラ ク レ ゾール 〉 と イ ン ドキ シ ル 硫酸な どア ル ブ ミ ン 結

合尿毒素に お い て も同様の 除去効果を認 め ， また活性

吸着筒 に よ る AD の 再生利用 が可能で あ っ た
6）．また

ア ル ブ ミ ン に結合し 腎障害 を 生 じ る 危険性 を有す る薬

驪鞴 融臨 、in
　 89：18鼎

UCB ：unconjugated 　bilirubin　　　　　　 FB −90F

　　図 5AD の 高速 液 体 ク ロ マ トグラ フ ィ
ー
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剤 で あ る メ ソ ト レ キ セ ートお い て も，AD の 有効性が

示 唆さ れ た 7）．

5． ECAD の 臨 床

　 こ れ ま で に 開発 さ れ て い る ECAD の 臨床 シ ス テ ム

と し て，MARS   ，　 CAPS ，　 prometheus
  が あ る．特

に MARS  
は ， 新 し い 肝 不 全 の 治 療 法 と して 確 立 さ

れ つ つ あ る．

　 5．1　MARSIO

　 5．Ll 適 応 疾 患

　慢性肝 不全 の 急性 増悪 （Acute　 on 　 chronic 　 Iiver

failure： A 〔〕CLF ），急性 肝 不 全 ， 肝 移植 を含 め た 術

後肝 不 全 な ど の 肝不 全 ， phenytoin ，
　 ecstasy （3， 4

Methylenedioxy −N −methamphetamine ： MDMA ），

paracetarrlol （Acetamin 〔）phen ）な ど の 薬物 中毒 ，

多臓器不全 ， 胆汁 う っ 滞に伴 う掻痒症 な どに お い て 有

効 性が報告さ れ て お り， そ の 中で も特に肝不 全治療 に

お い て 有効性が多 く報告され て い る．

　5．1．2　MARSIV の 実際

　 MARse ’

は通常の 血液浄化装置 と と も に用 い ら れ る

（図 6）．MARS   の 回 路 は ， 患者か ら 血 液 を体外に 導

き 出 し ， AD と対向流 に て 流す こ と に よ り血 液浄化 を

行 う MARS   FLUX 　DIALYZER を 含 ん だ 血 液 同

路，活 性炭 お よ び 陰 イ オ ン 交換 樹 脂 を充 填 し た

diaMARS   　ADSORPTION 　 COLUMNS に て AD を

再 生 す る MARS   ア ル ブ ミ ン 回路，　 AD の 電解質是

正 お よ び AD か ら水溶性毒素 を除去 し て AD を再生

す る diaFLUX 　DIALYZER を含ん だ 透析回路 か ら構

成 さ れ る （図 2）．実際の MARS   は ， 図 6 に 示 す よ

う な 各種 設定条件 に て ， 1 回 6〜8 時間 （24 時間 の 持

1鰯 〜2fO
灘 豺幅 嚢

患 者

塗轟疏
〜
撲

禪
継

ノ
丶 　 欝

‘TM ・t搬 ン
丶

　
・
艨

図 6　 MARS  

擁 ARS モ ニ ター

続施 行も可能）行 われ る．しか し こ れ らの 各種設 定条

件 は ， 欧米で の報告で あ り， 本邦で は個々 の症例 に お

け る．血行動態な どを参 考に 適宜 条件設定や 抗凝 固薬 の

変更が 必要で あ る．

　5．1．3　MARS ’9’
の 臨床効果

　 こ れ ま で に MARS   の 臨床効果 は ， 単 な る ビ リ ル

ビ ン な ど の ア ル ブ ミ ン 結合肝毒素の 除去 に よ る肝性脳

症 の 改善や 難治性掻痒症の症状軽減の み な らず，内因

性血 管拡張物質 な ど の 除去 に よ る循環動態 の 改善 ， ま

た そ の 結果引 き起 こ さ れ る肝腎症候群 の 改善効果な ど

に 様 々 な臨床効果 が報告 さ れ て い る （表 2）s”’17）．

　 こ れ ら の 臨床効果 に よ り，30 日 の 死亡 率 の 低下や

医療費の 軽減効果 が 報告 され て い る．

　 〈血 行動態 へ の 影響 〉

　肝 不 全 時 の 不 安 定 な 血 行 動 態 は，一
酸 化 窒 素

（NO ） な ど の 内因性血 管拡張物質 の 過 負荷 に 起 因す

る重要臓器以外 の 循 環血液量過 多 と，重要臓器 の 相対

的循環血液量減 少 （分布異常） が引 きがね とな る． こ

の 分 布異常は，体 内 の 有効循環 血液量減少 と 検知 さ れ，

内因性血 管収縮物質 ， RAA 系 ， 交感神 経系 な どが活

性化 さ れ る． こ うした活性化 の 継続 は ， 門脈圧 亢進症

の増悪や他の 重要臓器 の 血管収縮 （虚血 ） を促 し ， そ

の 結果肝腎症候群 ， 門脈肺高血 圧症 ， 多臓器不全を誘

導す る と考 えられ て い る．

　 MARso で は NO な ど の 内因性血 管拡張物質 を抑

制す る こ と で ，こ れ らの 分布異常お よ び内因性血管収

縮物質の活性化 を是正 し ， 循環動態の 改善に つ な が る．

平均動脈圧 の 上 昇 や 全末梢血 管抵抗係数の 上 昇 な どが

生 じ ， そ の結果肝腎症候群 の 予 防 に つ な が る．

　〈巾枢神経系へ の 影響〉

　肝性脳症や脳血 流減少の 原 凶物質 と し て， トリ プ ト

フ ァ ン や イ ン ド
ー

ル 酢酸な どの アル ブ ミ ン 結 合毒素が

あ げ られ る．MARS   は こ れ ら の 毒素を効率よ く除去

す る こ とが 可能 で あ り，MARS  
の 施行 に よ り平 均 中

大 脳 動 脈 血 流 の 改 善，脳 圧 の 低 下，肝 性 昏 睡 の

表 2MARstg の 臨 床 効果

臨　床　効　果 文　献

SO　ml ！min

F ：2レhr

常 の 漁 液飜析鱗

1．Bilirubinな ど の 物質除去効果

2．生命予 後 の 改 善

3．血 行 動 態 の 改 善

4．腎機 能 へ の 影響

5．中枢 神 経 系へ の 影 響

6．肝機能 へ の 影 響

7．難 治 性 掻痒 症 に対 す る 効果

8．医療 経済 へ の効果

　

　

　

　

14熱
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Grade の 改善が 生 じ る．

　5．2　prometheusQi
’

　prometheusCb
’
は ア ル ブ ミ ン 結合毒素 と水溶性毒素

の 両 方 を除去す るた め に ，血漿成分 の アル ブ ミ ン 分画

を分離 し ，
こ の 分離 した アル ブ ミ ン 分 画 を 2 つ の 吸着

筒 に よ り毒素 を除去 す る （fractionated　plasma 　sepa −

ration ，　adsorption 　and 　dialysis： FPSA ） 回路 と 高流

量血 液透析回路 を組み 合わ せ た も の で あ る （図 3）．

FPSA 回路で は ， ア ル ブ ミ ン の ふ る い 係 数 0．6 の PS

中空糸 か ら 構成 さ れ て い る AlbuFlow （Fresenius

Medical　 Care　AG ）に よ っ て 血液か ら ア ル ブ ミ ン 分

画 を分 離す る．FPSA 回路内の ア ル ブ ミ ン濾過 液 は

中性 樹 脂 （prometh 　O1） が 入 っ た カ ラ ム ，続 い て ア

ニ オ ン 交換樹脂 吸 着剤 （prometh 　O2）が 入 っ た 第 2

カ ラ ム を通過 す る こ と に よ り，毒素 が 吸着除去 さ れ ，

患者 に 戻 され る．AlbuFlow を通過 した後の 患者血液

は ， high−flux　membrane に よ り透 析 され ，
こ こ で 水

溶性毒素 が 除去 さ れ る．

　 こ れ らの 非 生物学的体外循 環式肝臓補助装置 で あ る

MARS   お よ び prometheus
 

の 効果 を 比 較 検討 し た

と こ ろ ， MARS  
で は血行動態 の 改善 効果 を認 め た が ，

prometheu ♂ で は 認 め ら れ な か っ た．そ の
一

方

prometheus
 

は MARS  
よ り も，ア ル ブ ミ ン 結合 毒

素 の 除去 に お い て 高 い 能力 を示 し た 1D ．

　5．3　持続的アル ブ ミ ン 純化 シ ス テ ム （continuous

　　　 albumin 　purification 　system ： CAPS ）

　本邦 に お い て MARS  
や prometheus

 
の シ ス テ ム

自体 も輸入 され て い な い た め，北 らの 研究
5 〕を もとに ，

児 玉 らは 通 常 の 血液透析器 お よび高流量 の 設定 が 可能

な．輸 注 ポ ン プ を用 い た 臨床 応 用 シ ス テ ム
， continu −

ous 　albumin 　purification　system （CAPS ）を試作 し

た
3・4） （図 4）． こ の CAPS で はアル ブ ミ ン ふ る い 係 数

0．03 の CTA 膜 （FBF シ リーズ ：ニ プ ロ 株式会 社）

を用 い
， AD 中 の ア ル ブ ミ ン の 再 生 に 活性 炭 吸着筒

（HC −200 ：扶桑薬品 工 業株式会社） お よび ビ リル ビ ン

吸着筒 （BR −350 ：旭 化成 メ デ ィ カ ル 株式会 社） を用

い て い る．ま た こ れ ら の 吸着筒が 8〜12 時間で 飽和状

態 に な っ て し ま うた め ， 24 時 間連続施 行可 能 な よ う

に専用 回路を開発 し た ．その 回路 の特徴は ， AD を再

生 す る活性炭吸着筒お よ び ビ リル ビ ン 吸着筒の 系 を 2

系統設 け て い る こ と で あ る． こ れ らの AD 再生 系統

の う ち 1系統の み 開放 し AD の 再生 を行 う．吸着筒

が飽和状態 に な る治療開始後 8〜12時間 の 時点で 開放

して い た系統 を閉鎖 し，また これ ま で閉鎖 し て い た も

う
一方の 系統を開放 し，AD の 再生 を継続す る．こ の

ような工 夫 に よ り， 24時間連続施行 を可能 と した．

　5．3。1ECAD の 問題点

　MARS   で は，　 AD に ヒ ト血 清ア ル ブ ミ ン 製剤 を用

い る た め ， 感染症の危険性を完全 に排除す る こ とが出

来な い ．そ の
一

方 prometheuse は ヒ ト血 清 ア ル ブ ミ

ン 製剤 を用 い な い た め ，こ の よ うな 危険性は な い が ，

MARS   に 比 べ 血行動態 へ の 好作用 が 弱 い 点が あげ ら

れ る．CAPS で は，ヒ ト血清ア ル ブ ミ ン 製剤 の 使用

に 伴 う危険性 と使用 さ れ て い る 消耗 品 が 保険外適応 使

用 の た め倫理委 員会 の 申請 な どの 問題 点 が あ る。また

ECAD の 臨床 効 果 に つ い て ， ア ポ トー シ ス 原 因 物

質
18 ）や サ イ トカ イ ン

’9〕 の 関与 を含 め た 作 用機 序 の 詳

細が解明 さ れ て い な い こ と も今後の課題で あ る．

　5．3．2ECAD の 今後

　ECAD の 作用機序 の 解明 が 第一で ある が，感染症

の リス クをな くす べ く， 遺 伝子組 み換 えア ル ブ ミ ン 製

剤 を用 い た AD の 開発 が 待 た れ る ．ま た遺伝子組 み

換えア ル ブ ミ ン 製剤で は，アル ブ ミ ン の サ イ トの 重合

体を作成す る こ と が 可 能 と な り，よ り強力 に ，よ り効

果的 に ア ル ブ ミ ン 結合毒 素 を選択的 に 除去す る こ とが

出来 る AD の 作 成 が 可能 に な る と考え ら れ る．
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